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文
學
士
向
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l
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（
大
正
五
年
四
邦
山
ハ
日
第
三
侃
穣
郵
便
物
靭
陣
可
）
昭
和
十
上
二
年
一
月
越
五
日
印
刷
聞
納
太
目
（
毎
月
一
…
画
一
日
渡
行
）

内、部學家學大國帯離京
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京
都
哲
學
會
規
則

第
一
條
本
四
ヲ
京
都
哲
學
會
｝
爾
ス

第
二
條
本
會
ハ
廣
義
二
於
ケ
彪
哲
學
ノ
研
究
及
其
普
及
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
三
條
　
本
《
曾
ハ
前
條
ノ
翼
的
ヲ
蓮
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ

　
　
一
、
毎
月
一
回
硯
究
會
ヲ
開
ク

　
　
一
、
毎
年
公
開
講
演
會
ヲ
開
ク

　
　
一
、
毎
月
一
山
哲
學
研
究
ヲ
獲
行
ス

第
四
條
本
丁
事
務
所
エ
泉
都
帝
國
大
學
丈
學
部
内
二
置
〃

第
五
條
　
本
四
ノ
事
業
ヲ
経
蒼
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
級
〃

　
　
一
、
委
員
（
若
干
名
）
京
都
帝
國
大
學
丈
三
部
哲
學
科
教
官
及
委
員
會
二

　
　
　
　
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
者
ヲ
以
テ
個
物
充
ソ
・

　
　
㎜
、
一
眠
記
（
一
名
）
釆
女
m
貝
割
昌
二
於
テ
胴
甥
託
ス

第
六
條
　
本
四
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
ル
者
ハ
何
人
ニ
チ
モ
會
員
タ
ル
コ
ト
ヲ
得

　
學
校
、
逸
書
館
、
教
育
會
、
其
他
ノ
一
己
ハ
其
圃
髄
ノ
名
ヲ
以
テ
入
會
ス

　
ル
コ
ト
ヲ
得

第
七
加
除
　
　
會
昌
岨
ハ
禽
隔
費
ト
シ
テ
年
五
㎜
凶
、
曲
構
後
二
期
二
分
チ
テ
此
削
納
ス
ベ
キ

　
モ
ノ
ト
ス

第
入
條
會
員
ハ
本
會
ノ
諸
種
ノ
會
合
二
田
席
ス
ッ
コ
レ
ヲ
得
、
且
ソ
雑
誌

　
『
哲
學
研
究
』
ノ
配
付
ヲ
受
ク

第
九
條
　
本
丁
規
則
ノ
改
正
墾
更
ハ
委
員
會
ノ
決
議
二
依
ル

京
都
哲
學
會
役
員

委
員

交
學
博
士
　
天
　
野

蒜
學
士
　
臼

丈
志
士

丈
學
博
士

文
學
博
士

丈
學
博
士

文
學
博
士

丈
學
士

丈
一
目
士

文
學
博
士

野西田九木小植上

文
學
士
　
服

丈
學
士

文
學
博
士

本久

野井田鬼村島上谷漢松部田

丈
學
博
士
　
山
　
内

邊

貞二周素砧壽照俊啓了

英
　
次義眞得

夫治元造黒馬藏聡慧諦日立英
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前
號
「
デ
カ
ル
ト
に
於
け
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延
長
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正
誤
表
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誤

　
　
　
　
　
の

受
と
る
こ
と
で
あ
り

微
積
方
法

6つ

熕
a

咀
生
旺
見
頃
句

歴
」
イ
・
降
イ
ー

の
　
　
ゆ

し
か
や
う
な

　
の

精
察
に
考
査

　
　
　
ゆ
　
　
の

哲
卜
者
だ
け
が

　
　

最
近
存
在

　
　
正

　
　
　
　
む

受
と
る
こ
と
も
あ
り

　
　
　

微
積
分
法

削
除

費
在
詠
傾
向

　
　
む
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に
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目
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：
…
…
…
・
…
丈
學
士
柳
田
謙
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郎
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論
を
め
ぐ
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認
識
論
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諸
問
題
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承
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＋
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下
聯
二
汁
三
蜷
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．
：
…
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卜
京
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編
韓
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京
都
哲
學
會

會
告

不
許
複
製

禁
止
載

右
代
表
者
　
　
　
服
　
部
　
盆
く
　
次
　
田
鼠
行
者
　
　
須
磨
勘
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
北
小
蹄
通
新
町
西
入
印
象
者
　
　
須
磨
勘
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
北
小
路
通
新
町
聞
入
印
刷
所
　
　
　
内
外
出
版
印
刷
株
武
奮
勉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
西
洞
院
蓮
七
族
南
入
　
　
　
　
内
外
出
版
印
刷
株
式
、
竃

註
文
規
定

登
行
所
猷
瀾
響
鯨
躯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
三
九
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掘
替
u
座
穴
阪
三
九
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
束
束
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

一
九
三

一
台
一
一
一
曲

冊
　
　
　
　
　
　
数
　
［
定
　
　
　
　
　
　
偵
　
｝
郵
　
　
　
　
　
　
硯

｝
　
　
　
　
　
　
燈
｝
金
四
　
捨
　
五
　
銭
「
金
萱
銭
五
厘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
l

本
胤
京
華
蓬
蓬
西
洞
院
通
七
歯
黒
内
外
出
版
印
刷
株
式
竃
　
　
　
　
（
東
京
）
　
一
文
館
　
東
京
堂
　
東
海
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
隆
館
上
田
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
褒
文
肚
壷
捌
所
（
大
阪
）
寳
文
館
　
悔
文
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
瀬
書
店
　
　
　
　
（
帥
月
）
寳
文
博
　
　
　
　
（
京
都
）
　
大
文
肚
、
大
盛
冠

、
定
一
債

六
　
　
　
研
（
箭
金
）
〔
金
燕
圓
七
拾
銭
【
不
　
　
申
　
　
受

十
　
二
　
珊
（
前
金
）
「
金
五
圓
四
拾
鍍
…
不
　
　
申
　
　
受

↑
廣
告
料
τ
　
頁
　
金
塗
拾
圓
　
　
雫
頁
ハ
取
扱
不
巾



高
力
「

罰覇

坂
田
徳
男
課

菊
判
縦
組
五
五
〇
百

ク
ロ
璽
ス
叢
上
製
函
入

定
便
三
・
八
O
講
料
。
三
三

「
厭
ふ
べ
き
も
の
、
そ
れ
は
自
我
」
と
云
は
れ
る
。
そ
の
性
悪
し
く
、
い
と
卑
し
き
も
の
を
包
む
と
こ
ろ
の
も
の
は
「
人

間
」
で
あ
る
。
し
か
も
高
き
も
の
、
い
と
美
し
き
も
の
が
そ
れ
を
透
す
こ
と
な
く
し
て
は
實
現
せ
ら
れ
な
い
の
も
亦
人
間

で
あ
る
。
近
世
の
思
惟
様
式
を
革
命
し
牝
大
里
カ
ン
ト
の
眼
に
「
入
間
」
の
姿
が
如
何
に
映
り
、
彼
に
よ
つ
て
如
何
な
る

規
定
と
朱
來
へ
の
展
望
が
與
へ
ら
れ
た
か
。
實
に
本
書
は
カ
ン
ト
が
八
十
年
の
生
涯
を
感
性
界
の
趙
遙
に
、
人
間
生
活
の

卑
し
き
も
の
、
徴
か
な
る
も
の
か
ら
限
り
な
く
遙
か
な
人
類
の
未
來
を
も
忍
野
の
裡
に
牧
め
、
理
性
の
炬
火
で
汎
ゆ
る
慕

象
を
照
し
つ
つ
歩
い
旗
、
そ
の
入
生
行
路
の
貴
重
な
る
報
告
の
書
で
あ
り
、
後
れ
來
拘
る
人
類
を
高
所
に
導
く
教
訓
の
書

で
あ
る
コ
精
妙
に
し
て
魅
力
と
光
彩
に
留
み
、
鋭
俊
な
る
観
察
は
随
所
に
機
智
と
皮
肉
を
交
へ
、
実
義
と
稻
せ
ら
れ
る
彼

の
黒
藻
に
比
し
て
遙
か
に
親
し
み
憎
い
本
書
は
、
彼
の
薯
伶
中
最
も
一
般
的
興
味
を
亘
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
郵
課
の
完

成
に
よ
っ
て
大
哲
カ
ン
ト
は
更
に
薪
な
る
吟
味
と
考
落
と
を
梯
は
れ
る
で
あ
ら
う
。

カ
ン
ト
書
簡
集
篠
田
英
雄
下

露
剣
七
八
二
頁
　
　
定
便
誠
。
八
O

ク
ロ
ー
ス
三
月
入
　
　
逡
料
　
　
・
蕊
三

幽田紳京東
石橋・一波書店京束替振

〇四二：六二
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m
灘
捌
髄
鞍
骨
群
前
賢
諸
子
醐
納
躰
（
譜
編
）

盛
衰
研
究
第
二
百
六
十
三
號
定
細
金
四
拾
五
鏡

郵
税
馴
致
銭


